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４
月
26
日
（
日
）、
笠
間
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
Ａ
館

に
お
い
て
、
東
支
部
代
議
員
会
を
開
催
。
前
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
、
本
年
度
事
業
計
画

（
案
）・
収
支
予
算
（
案
）
及
び
規
約
の
一
部
改
正

（
案
）
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
度
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

改
め
ま
し
て
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
４
月
の
代
議
員
会
に
お
い
て
、
支
部
長
の
選
任
を
い
た
だ
い
て

か
ら
、
無
我
夢
中
で
の
支
部
運
営
と
な
り
ま
し
た
が
、
支
部
役
員
の
方
々

の
力
添
え
、
各
事
業
に
ご
参
加
を
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
様
、
そ
し
て
昨

年
７
月
に
発
足
し
た
活
動
協
力
隊
「
つ
な
が
る
会
」
の
ご
協
力
等
に
よ
り
、

支
部
運
営
事
業
は
ほ
ぼ
計
画
通
り
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
東
支
部
代
議
員
会
開
催

「
三
世
代
が
一
緒
に
集
う
取
り
組
み
を
！
」

支
部
長  

橋
本

　泰
享

１．地域交流活動
（1）通学路の立哨活動、防犯パトロール
（2）地区敬老会への協力
２．人づくり・地域づくり事業の支援
各地区で行われる伝統行事や三世代交流
会などへの支援と助成
３． 高齢者の親睦と健康づくり事業と　

三世代交流事業
三世代ふれあい輪投げ大会、グラウンドゴ
ルフ大会
４．子どもの健全育成支援
子ども会への活動支援と助成
５．女性部の活動
（1）視察研修会
（2） 高齢者バス小旅行
（3） 高齢者ふれあい交流会
（4）福祉バザーによる活動資金の確保
（5） 配食勉強会と一人暮らしの高齢者宅へ

の配食サービス
６．福祉推進員との交流
区長、民生委員児童委員、福祉推進委員と
の交流・研修
７．広報委員会活動
広報紙「支部だより　ひがし」を発行
支部内の各世帯へ配布（支部の啓蒙活動）

令和８年度事業計画令和８年度事業計画 　

今
年
度
は
、
次
の
４
項
目
を
「
活
動
重
点
目
標
」
に
掲

げ
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

＊
高
齢
者
福
祉
活
動
の
充
実
と
推
進

＊
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
事
業
の
支
援

＊
三
世
代
交
流
事
業
の
普
及
推
進

＊
広
報
活
動
の
推
進

　

と
り
わ
け
、
三
世
代
交
流
事
業
の
普
及
推
進
で
は
、「
三

世
代
が
一
堂
に
集
い
、
学
び
合
い
、
楽
し
む
場
づ
く
り
」
が

こ
れ
か
ら
の
地
域
に
必
要
不
可
欠
な
取
り
組
み
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

・
子
ど
も
に
は
多
様
な
大
人
と
の
出
会
い
を

・
高
齢
者
に
は
役
割
と
生
き
が
い
を

・
親
世
代
に
は
支
え
合
え
る
仲
間
を
生
み
出
す
大
切
な

機
会
を

　

三
世
代
の
集
い
は
、
互
い
を
理
解
し
支
え
合
う
大
切
な

機
会
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
親
世
代
に
地
域
福
祉
の
重

要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
そ
の
試
み
と
し
て
、
従
来
高
齢
者
団
体
を

中
心
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
輪
投
げ
大
会
を
「
三
世
代
ふ

れ
あ
い
輪
投
げ
大
会
」
と
し
て
開
催
致
し
ま
す
。

　

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
社
会
環
境
の
変
化
に
相

応
し
た
組
織
や
事
業
の
見
直
し
を
図
り
、
地
域
の
皆
様
の

負
託
に
応
え
ら
れ
る
東
支
部
を
目
指
し
、
役
員
一
同
力
を

合
わ
せ
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
本
年
度
も
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
！
女
性

部
長
の
瀧
本
で
す
。
昨

年
度
の
役
員
改
選
で
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
早
一

年
。
皆
様
の
お
か
げ
で

無
事
事
業
を
進
め
る
こ

と
が
出
来
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
支
部
役
員
・
女
性
部
Ｏ
Ｂ
等
か

ら
な
る
「
つ
な
が
る
会
」
が
発
足
し
、各
ブ
ロ
ッ

ク
の
活
動
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ
り
、
子
ど

も
会
の
減
少
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
増
加

な
ど
、
女
性
部
と
し
て
の
役
割
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
部

員
も
高
齢
化
や
逆
に
働
く
若
い
部
員
の
増
加

な
ど
、
女
性
部
の
活
動
に
も
問
題
が
あ
る
な
と

思
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
す
が
、
先
輩
方
が
培
っ
て
こ
ら

れ
た
地
域
、高
齢
者
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、

今
年
度
も
、
皆
様
と
楽
し
く
活
動
し
て
い
け

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆活動重点目標◆
１．高齢者福祉活動の充実と推進
２．人づくり、地域づくり事業の支援
３．三世代交流事業の普及推進
４．広報活動の推進

東支部代議員会の様子

女
性
部
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瀧
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　育
子

女
性
部
長

女
性
部
長  

瀧
本

　育
子

瀧
本

　育
子

地
域
・
高
齢
者
と
の

　
　
つ
な
が
り
を
大
切
に
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執
行
部
◆
（
敬
称
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瀧
本　

育
子

　

会　

計　
　
　

藤
枝　

耕
平

　
　
　
　
　
　
　

森　
　

博
英
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事　
　
　

深
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章
一

　
　
　
　
　
　
　

宍
戸　

正
夫

〇
広
報
委
員
長　

岩
田　

孝
司

〇
民
生
児
童
委
員
代
表

　
　

森　

よ
し
江
（
柿
橋
）

　
　

白
土　

昌
夫
（
南
友
部
）

〇
支
部
委
員
（
区
長
）
代
表

　
　

松
田　

輝
雄
（
南
友
部
）

　
　

瀧
本　
　

一
（
宮
前
鴻
巣
）

　
　

能
條　

義
治
（
柿
橋
）

　
　

小
林　

雄
一
（
五
平
）

◆
女
性
部
◆
（
敬
称
略
）

部
長
（
副
支
部
長
兼
任
）

　
　
　

瀧
本　

育
子

副
部
長
（
＊
印
・
新
任
）

　
　

＊
橋
本
八
重
子（
南
友
部
）

　
　
　
　
　
　
（
副
支
部
長
兼
任
）

　
　
　

川
俣　

雅
代（
宮
前
鴻
巣
）

　
　
　

清
水　

和
子（
柿
橋
）

　
　
　

根
本　

隆
子（
五
平
）

令
和
8
年
度
東
支
部
役
員

鴻
巣  

友
部

　由
紀
江

常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で

生
き
が
い

シ
リ
ー
ズ

令和7年度収支決算と令和8年度収支予算 （単位：円）
＜収入の部＞ ＜支出の部＞

科　目 令和7年度決算額 令和8年度予算額 科　目 令和7年度決算額 令和8年度予算額
繰越金 656,268 595,082 事務費 25,328 30,000
会員会費助成金 1,001,635 990,000 会議費 16,097 30,000
福祉コミュニティ助成金 50,000 55,000 組織強化費 27,870 30,000
広報助成金 100,163 99,000 慶弔費 5,000 10,000
雑収入 82,387 45,918 事業費 192,227 235,000

女性部 494,159 560,000
広報委員会 255,001 270,000
福祉推進員研修会 59,689 70,000
地域活動推進費 220,000 250,000
予備費 0 300,000

合計 1,890,453 1,785,000 合計 1,295,371 1,785,000

編
集
あ
と
が
き

　

ア
メ
リ
カ
と
イ
ラ
ン
の
争
い

事
に
、
世
界
が
振
り
回
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
で
、
ア

メ
リ
カ
の
宇
宙
船
が
、
有
人
で

初
め
て
月
の
裏
側
を
回
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。
同
じ
国
の

人
間
の
目
に
、
は
る
か
遠
く
か

ら
眺
め
た
地
球
上
の
出
来
事

は
、
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

広
報
委
員
会
の
新
年
度
が
始

ま
り
ま
し
た
。
日
々
、
い
ろ
い

ろ
な
事
が
次
々
と
起
こ
り
ま
す

が
、
平
常
心
を
失
わ
ず
、
よ
り

よ
い
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。（鈴

木　

龍
子
）

Q  

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良

さ
の
秘
訣
は
ど
こ
か
ら
？

A  

以
前
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
方
を
教
え
て
く
れ

た
方
が
お
り
ま
し
た
。
そ
の

お
陰
で
た
く
さ
ん
の
人
と
知

り
合
い
に
な
り
ま
し
た
。
人

と
の
か
か
わ
り
の
大
切
さ
を

学
ん
だ
事
で
、
私
自
身
楽
し

い
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

Q  

以
前
、
着
物
の
着
付
け
を
さ

れ
て
い
た
と
の
事
で
す
が
？

A  

独
身
時
代
に
「
着
付
け
師
」

の
勉
強
を
し
、
正
統
派
で
美

し
い
着
付
け
を
モ
ッ
ト
ー
に

し
て
い
ま
し
た
。
市
内
の
写

真
店
か
ら
の
依
頼
が
あ
り
、

花
嫁
衣
裳
や
成
人
式
の
振
袖
、

七
五
三
衣
装
な
ど
人
生
の
節

目
の
時
に
喜
ん
で
頂
き
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

Q  「
笠
間
の
栗
シ
ー
ズ
ン
は
じ
ま

り
ま
す
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

の
あ
る
広
報
か
さ
ま
の
表
紙

に
、
栗
を
剥
い
て
い
る
友
部

さ
ん
の„
手
“
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

A  

栗
む
き
技
術
を
習
得
し
「
剥

き
手
」
と
し
て
働
き
た
い
方

を
対
象
に
「
む
き
手
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座
」
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
講
師
を
し
て
い
ま

す
。

Q  

先
日
、
女
性
部
の
会
合
で
「
米
粉
の
ニ
ョ
ッ
キ
」

を
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

A  

現
在
、
笠
間
市
ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
の
会
の
一
員
と

し
て
、
食
育
や
生
活
習
慣
病
の
知
識
を
学
び
、
地

域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

＊
取
材
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

回
の
生
き
が
い
は
、
活
発
で
様
々
な
事
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ

る
、
友
部
由
紀

江
さ
ん
の
活

躍
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
形
式

で
紹
介
し
ま

し
た
。

（
広
報
委
員
）

　

東
支
部
広
報
委
員
会
の
活
動
の

一
環
と
し
て
、
笠
間
市
内
の
工
場

見
学
を
３
月
７
日
に
行
い
ま
し

た
。
今
回
は
常
磐
道
上
り
友
部

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
近
く
に
あ
る
、

納
豆
工
場
「
タ
カ
ノ
フ
ー
ズ
㈱
」

を
訪
ね
ま
し
た
。

　

納
豆
は
茨
城
県
民
に
特
に
馴
染

み
の
あ
る
食
べ
物
で
す
。
工
場
の

フ
ロ
ン
ト
に
入
っ
た
途
端
、
納
豆

の
香
り
が
漂
っ
て
き
ま
し
た
。
私

達
を
含
め
30
名
く
ら
い
の
見
学
者

が
お
り
、
工
場
の
ガ
イ
ド
さ
ん
の

説
明
で
見
学
コ
ー
ス
を
約
１
時
間

か
け
て
回
り
ま
し
た
。「
同
工
場

で
一
日
何
パ
ッ
ク
（
１
パ
ッ
ク
３

個
）
製
造
し
て
い
る
か
？
ま
た
、

工
場
の
人
は
品
質
チ
ェ
ッ
ク
の
た

め
一
日
何
パ
ッ
ク
試
食
す
る
か
」

等
の
ク
イ
ズ
が
あ
り
ま
し
た
。
工

場
内
は
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
さ

れ
、
社
員
が
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ

ん
。「
納
豆
工
場
？
」
と
思
え
な

い
構
内
で
し
た
。

※
ク
イ
ズ
の
答
え

　

・
一
日
１
０
０
万
パ
ッ
ク
製
造

　

・
一
日
50
パ
ッ
ク
試
食

（
広
報
委
員
会
）

　

手
前
の
赤
い
船
は
、
第

一
次
南
極
観
測
船
「
宗
谷
」

で
、
後
方
の
グ
レ
ー
の
船

は
、
日
本
海
軍
軽
巡
洋
艦

「
多
摩
」
で
す
。
主
な
材

料
は
桐
材
、
胴
体
は
電
動

の
こ
ぎ
り
や
彫
刻
刀
で
形

づ
く
り
ま
す
。
機
関
車
と

客
車
は
孫
の
た
め
に
製
作

し
、
乗
せ
て
引
っ
張
り
ま

す
。
客
車
は
ド
ア
が
開
き
、

中
に
お
菓
子
を
入
れ
る

事
が
で
き
ま
す
。
ヘ
ッ
ド

マ
ー
ク
は
孫
の
イ
ニ
シ
ャ

ル
で
す
。

※
鴻
巣　

小
島　

力
男
様

※
皆
様
か
ら
の
応
募
を
待
っ
て
い

ま
す
。
応
募
に
つ
い
て
は

　

笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
７
７
―
０
７
３
０
）
ま
で

探
検
フ
ァ
ク
ト
リ
ー（
第
２
弾
）

納
豆
工
場
を
訪
ね
て

工場内で記念撮影

タカノフーズ
工場全景

宗谷（手前）と多摩

かわいらしい青と赤の機関車

にこやかな笑顔で
ゴキブリ団子作りに活動中

私
の
作
品


